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ブルガリア月報【２０１８年２月】 

平成３０年３月 

在ブルガリア日本国大使館 

概観 

【二国間関係】 

・１９日－２４日，ドンチェフ副首相が訪日した。 

 

【内政・社会】 

・１４日，ボリソフ首相は民放局「ｂＴＶ」の番組内で，内政・外政の各種課題（イスタンブール

条約，ラデフ大統領との関係等）に関するインタビューに答えた。

・１５日，上記ボリソフ首相のインタビューが発端となり，再びラデフ大統領とボリソフ首相との

間でメディアを通した非難の応酬が行われた。

・２１日，第４４回国民議会は，ヴァレリ・ジャブリャノフＢＳＰ議員の副議長解任を可決した。



【外 政】 

・６日，ルッテ蘭首相がブルガリアを訪問し，ボリソフ首相と会談した。ルッテ首相はブルガリア

のシェンゲン領域参加を支持するとしたものの，参加のためにはまだ課題があると述べた。 

・１５日－１６日，ＥＵ議長国を務めるブルガリアにおいて，ＥＵ非公式外務理事会（Ｇｙｍｎｉ

ｃｈ）が開催され，シリア，西バルカン及び北朝鮮についての協議が行われた。 

・１６日－１７日，ラデフ大統領は，ブルガリア・マケドニア善隣友好条約の署名以降，初めてマ

ケドニアを訪問し，イヴァノフ・マケドニア大統領，ザーエフ・マケドニア首相等と会談した。 



【経 済】

・２０日の報道によれば，２０１７年の対内直接投資は１６年比で３６．７％増となったことが明

らかとなった。進出済み企業の投資拡大が主な要因であると考えられている。

・２３日，ＣＥＺ社はブルガリア配電事業をパザルジックに本社があるイナ－コム社に売却するこ

とを決定した。これに関連し，２４日，ペトコヴァ・エネルギー大臣は，同社オーナーが同大臣

の２０年来の友人であり，同社への売却にかかる不正な影響を及ぼしたとの疑念を払拭するため

辞表を提出した。 

 

この月報はブルガリア各種メディアの報道等をとりまとめたものであり，在ブルガリア日本大使館の意見や判断を反映するものではあ

りません。

二国間関係 

◆ドンチェフ副首相の訪日 

１９日～２４日にかけて，日本政府の招待によ

りドンチェフ副首相が訪日した。ドンチェフ副首

相は，河野外務大臣，世耕経済産業大臣，松山科

学技術担当大臣，野上官房副長官等の政府関係者

と会談を行った他，衆議院・参議院友好議連との

交流，ビジネスセミナーへの出席，経団連，ＪＥ

ＴＲＯを含む経済関係者との会談を実施した。

河野外務大臣との会談では，１月の安倍総理の

欧州訪問の際に発表された「西バルカン協力イニ

シアチブ」に基づき，対西バルカン支援の文脈で



 ２ 

のブルガリアとの協力について協議された他，両

国の経済関係の更なる発展や北朝鮮問題に関する

緊密な連携等が協議された。

 

内政・社会 

１．政治

◆ボリソフ首相インタビュー

１４日，ボリソフ首相は民放テレビ局「ｂＴＶ」

のインタビュー番組に出演し，内政・外政の各種

課題（イスタンブール条約，ラデフ大統領との関

係等）に関する質問に答えた。

イスタンブール条約について，ボリソフ首相は，

国民のコンセンサスが得られるまで批准しないと

述べた。一方で，連立与党である「統一愛国者」

が提案する同性婚等に関する国民投票の実施につ

いては，投票の結果は否決と判り切っており，実

施は無意味と述べ，そもそも同性婚の合法化に関

する議論は現在どこにも存在しないと述べた。

ラデフ大統領との関係について，ボリソフ首相

は，ラデフ大統領自身との関係は良好であると述

べた上で，大統領スピーチの執筆者であるフリス

トフ大統領官房長が影で大統領を操っている旨を

発言。また，ボリソフ首相は，フリストフ官房長

が，かつてペーエフスキ「権利と自由のための運

動（ＭＲＦ）」議員がオーナーを務めていたケーブ

ルテレビ局に務めていたと述べ，官房長とペーエ

フスキ議員との繋がりを示唆した。

その他，ボリソフ首相は，３月末にヴァルナで

予定されるＥＵトルコ首脳会談について，関係国

の参加を可能ならしめる適切なホスト（ボリソフ

首相）がいて初めて実現可能な会合であると述べ，

ブルガリア・トルコ間の信頼関係がある今が，Ｅ

Ｕ・トルコ間の関係正常化のタイミングであると

述べた。

  

◆ラデフ大統領とボリソフ首相間の緊張関係

ボリソフ首相によるｂＴＶインタビュー（上記）

の翌１５日，同インタビューにおけるボリソフ首

相の発言を巡り，ラデフ大統領とボリソフ首相と

の間で，メディアを通じた激しい非難の応酬が行

われた。

ラデフ大統領は，記者団に対し，ボリソフ首相

が前日のインタビューの中で，ラデフ大統領の右

腕とされるフリストフ大統領府官房長とペーエフ

スキＭＲＦ議員との関係を示唆する発言を行った

ことに対し，悪意に満ちた誘導であると述べ，ボ

リソフ首相こそドガンＭＲＦ創設者やペーエフス

キ議員との癒着があるのではないかと強く非難し

た。

これに対し，同日，ボリソフ首相は，自身とド

ガンＭＲＦ創設者等との癒着を否定し，逆に，ラ

デフ大統領はその大統領選出馬に際して如何にし

てＭＲＦ支持者の票を獲得したのか等と反論。ま

た，前日のインタビューでは，ラデフ大統領に友

好的言葉こそ投げかけたものの，まさか大統領か

らこのような非難を返されるとは思いも寄らなか

ったと述べ，ラデフ大統領との関係悪化を是非と

も避けたかったが，ここまで来てしまったのは自

分のせいではない等と述べた。

 

◆ＢＳＰ枠国民議会副議長の解任 

２１日，第４４回国民議会は，ヴァレリ・ジャ

ブリャノフＢＳＰ議員の副議長解任を可決した。

同決定は，ジャブリャノフ議員の「国民裁判（※）

は必要不可欠且つ不可避の正義であった」とする

発言が引き金となったもの。

（※１９４４年－１９４５年に行われた特別裁判。

同裁判は，第二次世界大戦への参戦に関する責任

者の罪を追及する名目で設置されたが，４４年以

降の体制の反対派を一掃するための裁判であった

とも言われている。同裁判による逮捕者は約３万

人，死刑宣告を受けた者は約３，０００人に上る

と言われている。）

ジャブリャノフ議員の副議長職解任の動議は，

ＧＥＲＢ及び「統一愛国者」により提出され，投

票の結果，賛成１１０票，反対７１票で可決され

た。

ＧＥＲＢ及び「統一愛国者」は，ジャブリャノ

フ議員の副議長職解任の理由として，同議員の，

上記国民裁判に関する発言，２月１日の共産主義
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の犠牲者追悼の日に捧げられた黙祷に対する妨害

行為，そして同議員によるマケドニアとの善隣友

好条約批准への反対といった行為による，国民議

会規則１５５条にある議会の権威を確保する義務

への違反を挙げた。

国民議会副議長は，各議会勢力の代表者から成

る（今次国民議会においては５名）が，ＢＳＰは

後任を任命せず，本件を欧州人権裁判所及び憲法

裁判所に提訴すると述べている。



２．統計

◆「２４チャーサ」紙による世論調査結果 

２月２０日付当地日刊紙「２４チャーサ」が発

表した世論調査会社「ＴＲＥＮＤ」による世論調

査結果は以下のとおり（調査期間：２０１８年２

月１日～８日，調査対象：１００４人）。

なお，イスタンブール条約に関する設問からは，

同条約を支持する国民は１６％に留まるも，同条

約に関する各政党の立場や議論は，それら政治勢

力に対する支持率に影響を与えなかったことが示

された。

１ イスタンブール条約批准への支持率

支持    １６％

不支持   ４６％

わからない ３８％



２ 政党支持率

（今議会選挙が行われたらいずれの党に投票する

かとの問いに対する回答）

（１）議会内勢力（括弧内は昨年１２月時点の支持率）

ＧＥＲＢ     ２０．７％（２２．２％）

ＢＳＰ      １８．２％（１８％）

権利と自由のための運動（ＭＲＦ）６．４％

（６％）

統一愛国者     ５．２％（５．２％）

ヴォリャ      １．５％（１．６％）

（２）議会外勢力

ＲＢ        １．２％（１．９％）

Ｙｅｓ，ブルガリア １．５％（１．５％）

強いブルガリアのための民主主義者 １％

（１．１％）

（３）その他

投票しない    ３７．８％（３７．４％）



３ 国家機関別支持率

（１）国民議会

支持  ２７％   不支持 ６１％

（２）政府

支持  ３３％   不支持 ５４％

（３）大統領

支持  ６３％   不支持 ２２％

（４）裁判所

支持  １９％   不支持 ６３％

（５）オンブズマン

支持  ６２％   不支持 １７％



２ 閣僚別支持率（上位７名）

（１）ボリソフ首相

支持  ４５％  不支持 ５１％

（２）カラカチャノフ国防大臣（統一愛国者）

支持  ４２％  不支持 ３８％

（３）ドンチェフ副首相

支持  ３６％  不支持 ３４％

（４）パヴロヴァＥＵ議長国担当大臣

支持   ３６％ 不支持  ４３％

（５）クラレフ青年スポーツ大臣

支持  ３０％   不支持 ２８％

（６）ザハリエヴァ副首相兼外務大臣

支持  ２９％   不支持 ３５％

（７）シメオノフ副首相

支持  ２７％   不支持 ５４％



外政 

１．対ＥＵ関係

◆欧州委員会の「西バルカン戦略」に関する

ボリソフ首相の発言 

６日，ボリソフ首相は，欧州委員会による西バ

ルカン戦略の発表を受け，同戦略を歓迎する旨を

プレスリリースにて発表した。また，大統領府及

び外務省も歓迎の意向を示すプレスリリースを発
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出した。

 

◆非公式ＥＵ外務理事会の開催 

１５日－１６日，ソフィアにおいてＥＵ非公式

外務理事会（Ｇｙｍｎｉｃｈ）が開催された。ザ

ハリエヴァ副首相兼外務大臣がホストを務め，シ

リア，西バルカン及び北朝鮮に関する議題につい

て議論が行われた。また，加盟候補国との間で，

安全保障及び防衛分野における協力及びパートナ

ーシップの強化についての協議も行われた。

シリアに関する議論の焦点は，４月２５日－２

６日にＥＵがブリュッセルで開催するシリア及び

周辺地域に関する会合を含む，紛争の解決へ向け

たＥＵの貢献であった。出席者は，国連及びデミ

ストゥラ国連特使が紛争解決へ向けた主要な役割

を担うとの認識の下，紛争解決のための全ての努

力はその活動を支援することへ向けられることが

重要である旨強調した。

西バルカンについては，欧州委員会が６日に発

表した「西バルカン戦略」について協議した。ザ

ハリエヴァ大臣は，包括的な同戦略を歓迎し，西

バルカン地域の安全保障強化の重要性，同戦略で

言及された（西バルカン諸国による）必要な各種

基準の明確な達成と資金割当の可能性，ＥＵ加盟

前における各種課題の解決，善隣関係及び地域協

力の推進，加盟候補国のＥＵ共通外交政策及びＥ

Ｕ共通安全保障政策に関する各種立場の調整につ

いて言及した。更に同大臣は，５月にソフィアで

開催されるＥＵ・西バルカン首脳会合の重要性を

強調した。

北朝鮮についての協議では，北朝鮮と韓国の関

係正常化へ向けた流れがオリンピック終了後も継

続することが重要であるとされた。ＥＵは，各種

制限及び外交的努力により北朝鮮への圧力を継続

することが確かめられ，２６日に開催される外務

理事会でも協議されることが確認された。



◆共通外交・安全保障政策及び共通保安防衛

政策に関する議会間会議の開催 

１５日－１７日，ソフィアにおいて共通外交・

安全保障政策（ＣＦＳＰ）及び共通保安防衛政策

（ＣＳＤＰ）に関する議会間会議が開催され，ザ

ハリエヴァ副首相兼外務大臣が出席した。

ザハリエヴァ大臣は，欧州委員会の西バルカン

戦略は，改革を促進し，西バルカン諸国の欧州へ

の展望を強化するための良いプラットフォームを

提供するものであると述べ，同戦略は，必要不可

欠な改革を促進し，ＥＵへの道を不可逆的なもの

にするとした。

同大臣は，ブルガリアは，西バルカン諸国をＥ

Ｕの戦略的議題とするために多大な努力を行って

きており，それ故，欧州委員会の西バルカン戦略

を期待を持って待っていたとし，発表された同戦

略は，我々の期待に応えるものであると述べた。

同大臣は，同戦略が西バルカン６か国全てを対

象としていることが重要であり，ブルガリアはこ

れが正しい道と考えると述べた。また同大臣は，

ブルガリアがＥＵ議長国として，道路・鉄道，エ

ネルギー，デジタル，ビジネス等のあらゆる分野

における西バルカン諸国の連結性に焦点を当てて

いることに言及した。



２．対バルカン諸国関係

◆ラデフ大統領のマケドニア訪問 

１６日－１７日，ラデフ大統領は，イヴァノフ・

マケドニア大統領の招請により，マケドニアを公

式訪問し，イヴァノフ大統領，ザーエフ・マケド

ニア首相，ジャフェリ・マケドニア国会議長等と

それぞれ会談した。ブルガリア・マケドニア善隣

友好条約署名後，ラデフ大統領のマケドニア訪問

は今回が初めて。

イヴァノフ大統領との会談後の共同会見で，ラ

デフ大統領は，善隣友好条約が一回きりのもので

なく，これがはじまりとなって協力プロセスの一

層の発展が不可逆的なものになることを願うと述

べた。両大統領は，貿易及び観光の伸長に表れて

いるように，積極的な政治対話のおかげで二国間

関係は順調に発展しているとの認識で一致した。

ザーエフ首相は，ラデフ大統領に対し，ブルガ

リア大統領のスコピエ訪問は，良好な二国間関係
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の証左であるとし，ブルガリアによるマケドニア

の欧州統合プロセスの支持，及びブルガリアＥＵ

議長国が優先事項に西バルカン諸国を掲げたこと

に謝意を表明した。



◆ブチッチ・セルビア大統領のブルガリア訪

問 

２３日，ブチッチ・セルビア大統領はラデフ大

統領の招請によりブルガリアを訪問し，同大統領

及びザハリエヴァ副首相兼外務大臣とそれぞれ会

談した。

会談後の共同会見でラデフ大統領は，マイノリ

ティを考慮したセルビア国内法の修正，及び中央

政府レベルでの取組みに対する謝意を表明し，こ

れらの進捗が地方レベルで具体的成果を生むため

には，より一層の努力を必要とすると述べた。

ラデフ大統領は，投資の欠如，低就業率，保健・

福祉サービス及び教育の不足，母国語によるメデ

ィア放送へのアクセスの悪さ等，セルビアのブル

ガリア人マイノリティ居住地域が抱える問題につ

いて議論したと明かした。また同大統領は，ブチ

ッチ大統領によるブルガリア語メディア媒体の欠

如に関する問題に対する積極的関与に謝意を表明

した。

ブチッチ大統領は，ラデフ大統領との間で，セ

ルビアにおけるブルガリア人マイノリティ問題，

特にディミトロフグラッド及びボシレグラッドの

自治体における同問題について細大もらさず議論

し，問題解決のための具体的アイディアを共有し

たと述べた。ラデフ大統領はブチッチ大統領の招

請でセルビアを訪問する際に，ブルガリア人マイ

ノリティ居住地域を共に視察すると述べた。

ラデフ大統領は，セルビアとコソボが対話を通

じて平和的な解決を模索することを呼びかけ，ベ

オグラードとプリシュティナとの対話を高く評価

していると述べた。ブチッチ大統領は，この問題

はＥＵ加盟への道のりの中で最大のハードルであ

るとし，プリシュティナとの対話は長くかかると

述べた。

今次訪問の際に，両国の各２省庁間で３つの覚

書が署名された。（１）鉄道交通の効率改善に関す

るＭＯＵ，（２）液化天然ガス輸送・貯蔵のための

ドナウ川港インフラの発展に関する覚書，（３）労

働，雇用，障害者の社会適合及び幼児発育分野に

おける知見交換促進に関するＭＯＵ。



３．対トルコ関係

◆ボリソフ首相とチャヴシュオール・トルコ

首相との会談 

１６日，ミュンヘン安全保障会合に出席してい

たボリソフ首相は，ユルドゥルム・トルコ首相と

会談した。

会談の主要議題は地域のインフラプロジェクト

であった。ボリソフ首相は，欧州内の連結性を確

保する第４，８，及び第１０回廊の重要性を強調

した。同首相は，新たなフェンスではなく，イン

フラ，教育及び文化にこそ予算をかけることを呼

びかけ，鉄道，高速道路，及びデジタルインフラ

の建設も同時並行で行われるべきであると述べた。

ユルドゥルム首相は，インフラの改善は欧州基

準に則って行われるとし，その観点からのブルガ

リアの成功は見事であると述べた。また同首相は，

カピクレ・イスタンブール間のインフラは現在建

設中であるとし，同インフラが完成すれば，中国

からロンドンまで横断することが可能になり，ブ

ルガリアを経由してトルコへと通じる大変近代的

なインフラができることになると述べた。

両首相は，移民・難民危機についても協議し，

両国政府の良好な協力関係を強調した。また，３

月にブルガリアのヴァルナで開催予定のＥＵ・ト

ルコ首脳会談の準備状況についても協議した。

 

４．二国間外交

◆ルッテ蘭首相のブルガリア訪問 

６日，ルッテ蘭首相はブルガリアを訪問し，ボ

リソフ首相と会談した。

ルッテ蘭首相のブルガリア訪問の目的は，ブル

ガリアＥＵ議長国期間中のＥＵの主要課題につい

て議論することであり，会談では，移民・難民問

題，単一市場，単一デジタル市場，西バルカン諸



 ６ 

国の欧州統合，ＥＵ近隣大国との関係等が議論さ

れた。ルッテ蘭首相は，ブルガリアは欧州の将来

について大変重要な役割を担っていると評価した。

ルッテ蘭首相は，ボリソフ首相はリーダーシッ

プに大変長けており，ブルガリアをより一層の繁

栄に導くだろうと述べた。同首相は，ブルガリア

の良好なマクロ経済指標に言及しつつ，ブルガリ

アは正しい道を進んでおり，ユーロ圏加入まであ

と少しであろうとの見方を示した。また同首相は，

ブルガリアのシェンゲン領域参加を支持するとし，

ボリソフ首相による努力を賞賛しつつ，同領域に

参加するためにはもう少し課題をクリアする必要

があると述べた。更に，ボリソフ首相によるバル

カン地域の安定への貢献を強調し，ブルガリアが

バルカン地域及びトルコと良好な関係を維持して

いることは大変重要であるとした。

ボリソフ首相は，我々がＥＵ域外国境を良く管

理していることは明らかであり，今や問題はない

とした。また，同首相は，ブルガリアは協力・検

証メカニズ（ＣＶＭ）を終えるであろうとし，今

後数か月間も順調に前進し，オランダ国会に良い

シグナルを送りたいと述べた。

 

◆ラデフ大統領のアルメニア訪問 

１２日，ラデフ大統領はアルメニアを訪問し，

サルグシャン・アルメニア大統領と会談した。主

要議題は，経済，投資，技術，教育及び観光分野

におけるブルガリアとアルメニアの二国間交流の

促進であった。

両大統領は，機密情報の相互保全・交換に関す

る二国間協定，２０１９年までの文化協力プログ

ラム，労働移民の規則に関する協定，及びＩＣＴ

分野の協力協定に署名した。

ラデフ大統領は，ブルガリアＥＵ議長国の優先

事項は西バルカン諸国の欧州統合であるが，ブル

ガリアはＥＵの東方パートナーシップにも注力す

ると述べた。

ラデフ大統領は，ナゴルノ・カラバフ問題に関

し，この紛争は，ＯＳＣＥミンスク・グループ及

び共同議長国であるロシア，フランス，米国の仲

介，及びＥＵの協力を介して平和的交渉によって

解決されるべきであるとし，アルメニア及びアゼ

ルバイジャンの国家元首間の積極的対話による交

渉が大変重要であると述べた。



◆コレイア・カーボヴェルデ首相のブルガリ

ア訪問

１９日，コレイア・カーボヴェルデ首相はブル

ガリアを訪問し，ボリソフ首相と会談し，ラデフ

大統領を表敬訪問した。

両首相は，教育及び経済における協力促進の可

能性について意見を交換した。ボリソフ首相はカ

ーボヴェルデとＥＵとの緊密な関係に言及し，カ

ーボヴェルデにおける民主主義の発展に敬意を表

した。コレイア首相は，カーボヴェルデは教育，

観光及び経済分野での協力にオープンであると述

べた。

 

◆オルバーン・ハンガリー首相のブルガリア

訪問 

１９日，オルバーン・ハンガリー首相はブルガ

リアを訪問し，ボリソフ首相と会談した。会談時，

オルバーン首相は，ＥＵによる新たな移民政策に

関する対案をボリソフ首相に手交した。

オルバーン首相は，移民は，我々の生活及び欧

州のキリスト教文化にとって危険であると述べ，

ＥＵ加盟国間における移民・難民の割当導入に反

対する姿勢を示した。同首相は，ブルガリアＥＵ

議長国期間中に，ハンガリーが提案する移民政策

に関する対案を議論するよう求め，ＥＵは，移民

割当ではなく，国境管理に集中すべきであると述

べた。オルバーン首相は，ブルガリアによるＥＵ

域外国境管理は賞賛に値するとし，ブルガリアの

シェンゲン領域参加への支持を表明した。

ボリソフ首相は，移民・難民の割当に関する部

分を除き，オルバーン首相による各種提案を支持

した。ボリソフ首相は，移民・難民の義務的割当

についてブルガリアはハンガリーとは逆の見方を

しているとし，ＥＵ外縁に位置するブルガリアに

何百万もの移民・難民が押し寄せたらどうなるの



 ７ 

か，すべての移民・難民をブルガリアが受け入れ

なくてはならないのかとの疑問を呈した。同首相

によれば，ＥＵ域外国境が完全に閉ざされ，同時

にＥＵ域外に移民・難民のためのホットスポット

が確保されれば，この割当問題について改めてＥ

Ｕで議論できるようになるとのことである。

オルバーン首相は，移民・難民問題への貢献に

つながるブルガリアとトルコとの善隣関係につい

て賞賛の意を表明した。また同首相は，５月のＥ

Ｕ・西バルカン首脳会合において，セルビア及び

モンテネグロのＥＵ加盟時期が提示されるべきで

あると述べた。



◆ジュベイル・サウジアラビア外務大臣のブ

ルガリア訪問 

２１日，ジュベイル・サウジアラビア外務大臣

はブルガリアを訪問し，ボリソフ首相及びザハリ

エヴァ副首相兼外務大臣とそれぞれ会談し，ラデ

フ大統領を表敬訪問した。

ボリソフ首相は，二国間関係発展へのサウジア

ラビアの意志は，閣僚訪問によく表れているとし，

敬意を表した。また同首相は，ブルガリアはすで

にブルガリアの経済・投資環境データ及び投資計

画に関する提案をサウジアラビアに送っていると

明かした。同首相によれば，二国間協力のポテン

シャルがある分野は，農業，ビジネスパーク，産

業地区，インフラ，観光及び交通である。また同

首相は，ムハンマド・サウジアラビア皇太子のブ

ルガリア訪問への期待を表明した。

ザハリエヴァ大臣は，共同会見において，サウ

ジアラビアは経済，投資，安全保障，及びテロ・

過激化対策において重要なパートナーであると述

べ，今後，インフラ建設，ＩＴ，ハイテク，農業，

エネルギー及びロボット工学分野において協力し

ていくと述べた。

ジュベイル大臣は，共同会見において，今次訪

問は，ブルガリアにおける初のサウジアラビア外

務大臣訪問であり，二国間関係の発展について話

し合う良い機会であったと同時に，グローバルな

課題についての協力も話し合ったと述べた。

◆ザリーフ・イラン外務大臣のブルガリア訪

問 

２８日，ザリーフ・イラン外務大臣はブルガリ

アを訪問し，ザハリエヴァ副首相兼外務大臣と会

談し，ラデフ大統領を表敬訪問した。

外相会談の主要議題は，二国間関係及び共同経

済プロジェクトに関するポテンシャルであった。

両大臣は，貿易増大，民間企業連携促進，観光客

増大，及びエネルギー分野の可能性について協議

し，観光分野における共同委員会を創設すること

で一致した。ザリーフ外務大臣の今次訪問には，

３１人の企業代表が同行した。

両大臣は，テロ対策及び中東情勢についても話

し合った。また，核合意について，ザハリエヴァ

大臣は，ブルガリア及びＥＵ加盟国は核合意につ

いて明確な立場を持っており，それは変わること

はないとし，すべての国が合意を遵守するべきで

あると強調した。

ザリーフ大臣は，ボリソフ首相のサウジアラビ

ア訪問時にイランが領空通過を許可しなかった件

を報道陣に問われ，イランはボリソフ首相を友人

と考え敬意を払っており，領空通過拒否は技術的

問題であったと述べた。



５．その他

◆ボリソフ首相のミュンヘン安全保障会合へ

の出席 

１５日，ボリソフ首相はミュンヘン安全保障会

合に出席し，オープニングのスピーチにおいて，

以下のように述べた。

ブルガリア・トルコ間の国境以上に良く管理さ

れている国境はない。ブルガリアは，自国のみな

らず，欧州の安全保障上の観点から，国境管理に

尽力している。ブルガリアは，非常に忠実で規則

正しい国であり，マーストリヒト基準を厳格に守

っている。長年にわたり同基準を遵守してきたこ

とに鑑みて，ブルガリアはユーロ圏加入及びシェ

ンゲン領域参加を認められるべきである。

ブルガリアＥＵ議長国は，西バルカンに関する

議論に焦点を当てる点だけでなく，ＥＵ及び近隣
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の重要な国々との関係への対応の点でも良い機会

である。インフラ面では，第４，８，９，１０回

廊はすぐにでも着手されるべきであり，デジタル

インフラについても同様である。過去に何度も紛

争が起こったバルカン諸国の解決への道は，ＮＡ

ＴＯ及びＥＵへの迅速な統合である。

ＥＵ・トルコ関係の重要性は言及するまでもな

い。欧州は，ＮＡＴＯの南端の防御をトルコに頼

っている。それ故，ＥＵがトルコとの関係改善を

決定したことを喜ばしく思う。移民・難民問題だ

けでなく，ＮＡＴＯ内の協力の点からも重要であ

る。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

経 済 

１． マクロ経済 

◆ブルガリアの労働者不足 

２日付，スタンダルト紙によるブルガリア投資

協会のダネフ総裁のインタビュー記事によると，

ブルガリアでは２０万人程度の労働者が不足して

おり，これが外国投資流入の大きな障害となって

いると明らかにした。同総裁は，もし効果的な電

子政府システムが導入されれば，１３万２千人の

政府部門の多くと，安全保障部門の大半は不要と

なり，経済部門での雇用が可能となるとしている。



◆１７年第４四半期平均月収は１０９５レヴ

ァ 

１３日の国家統計局の発表によれば，２０１７

年第４四半期の平均月収は，第３四半期より５．

６％増加して１０９５レヴァとなったことが明ら

かとなった。増加幅が大きい順で，教育分野は１

９．２％，不動産分野は７．７％，その他サービ

ス業は６．２％の増加となった。

１７年第４四半期で，最も平均月収の高い分野

はＩＴ（２４４８レヴァ）であり，次いで電気，

ガス，冷暖房分野（１８０８レヴァ），金融分野（１

７８３レヴァ）であり，低い分野はホテル・レス

トラン分野（６４７レヴァ），その他サービス業（７

８９レヴァ），建設部門（８４７レヴァ）であった。



◆１７年対内直接投資は前年比３６．７％増 

２０日の報道によれば，ブルガリア国営銀行（中

央銀行）は，２０１７年の対内直接投資が９億１

９０万ユーロに上ったことを発表し，これは２０

１６年より３６．７％増となったことを明らかに

した。２０１７年の対内投資の半分以上は債券等

により行われており，これは進出済みの外国企業

による投資拡大が行われたためとみられている。

最も投資がなされたのは貿易分野であり，３億

ユーロに迫る勢いであった（２０１６年は１億９

２００万ユーロ）。ブルガリアに投資を行っている

外国としてはオランダが８億７５７０万ユーロ

（純投資額）と最も多く，ＥＵ外からの投資がオ

ランダを経由するケースが多いようである。



２．経済政策，産業 

（１）エネルギー関連 

◆アゼルバイジャンからの南ガス回廊に関す

る諮問委員会 

１５日，エネルギー省プレスリリースにて，ペ

トコヴァ・エネルギー大臣は，アゼルバイジャン

を訪問し，第４回南ガス回廊に関する諮問委員会

に出席したと発表した。

同大臣は，委員会会合でブルガリアはＥＵ議長

国として南ガス回廊を欧州のエネルギー安全保障

を確保するものとして支持するとしつつ，ブルガ

リアとしても天然ガス供給源の多様化に資する優

先プロジェクトと認識しているとした。また同大

臣はギリシャ・ブルガリア間の相互接続管建設案

件が進んでいることを紹介し，２０２０年には完

成するとした。

欧州委員会のセフコビッチ・エネルギー担当副

委員長は，ギリシャ・ブルガリアの相互接続管が

南ガス回廊の不可分の一体であることを認識しつ

つ，天然ガスの供給源多様化と南欧州への供給に

おいて重要であるとの認識を示した。

またペトコヴァ大臣は，アゼルバイジャンのシ

ャバゾフ・エネルギー担当大臣と面会し，天然ガ

ス供給を行うアゼルバイジャン国営石油会社（Ｓ
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ＯＣＡＲ）による戦略的な協力について感謝した。

 

◆ベレネ原発の将来に関する公開討論会 

２０日に開催されたエネルギー及び鉱物資源に

関する公開ビジネスフォーラムで，各専門家によ

りベレネ原発の将来に関する議論が行われた。ブ

ルガリア科学アカデミーは政府より委託された報

告書において，１０５億ユーロの資金があること

を前提にベレネ原発の建設は可能であることが指

摘された。資金は７対３の割合で融資と自己資金

が必要であるとされている。

今次公開フォーラムのヒノブスキ議長は，新た

な原発はすべて既存の原子力発電所内に建設すべ

きであるとしており，ベレネ原発のためにアトム

ストロイ・エクスポート社から購入した原子炉２

基は，既存のコズロドゥイ原発の５号基及び６号

基の更新のために使われるべきであるとした。資

金については１基の更新で５０億ユーロ，２基で

９１億ユーロが見積もられたが，ベレネ原発を新

規で建設するより安価であるとコメントした。

原子力規制庁のカスチェフ前長官は，新規原発

の建設より，既存原発の更新を行う方が良いが，

いずれにしても現在主力となっている石炭火力発

電所は，近年のＥＵによる厳しい環境規制にもか

かわらず，引き続き主要な発電源であるべきであ

るとした。イヴァン・コストフ・リスク分析管理

センター所長（元首相）は，ブルガリア科学アカ

デミーの報告書を批判し，新規の原発建設は電力

の国内需要の観点でも輸出可能性の観点でも正当

化されるべきでなく，そもそもアカデミーの成長

予測は非現実的であるとした。



◆電力価格高騰に対する抗議活動 

２２日の報道によれば，ブルガリア雇用者協会

は２１日のボリソフ首相，ゴラノフ財務大臣，ペ

トコヴァ・エネルギー大臣等との会談を受けて，

今後予定していた電力価格高騰に対する全国レベ

ルの抗議活動を一旦取り下げる旨明らかにした。



◆ＣＥＺ社の売却とペトコヴァ・エネルギー

大臣辞表提出の動き 

２３日，ブルガリア西部で配電事業を行うＣＥ

Ｚ社（チェコ系）のグループ企業７社は，ブルガ

リア南部の小都市パザルジックの電力関連企業で

あるイナ－コム社に全事業を売却することを取締

役会で決定し，今後数日以内に契約が締結される

ことになった。２２日に開催された国民議会エネ

ルギー委員会に出席したペトコヴァ大臣は，ブル

ガリア政府として本件売却に関与するつもりはな

い旨明らかにしつつ，実際の売却に際して，競争

保護委員会や金融規制委員会，エネルギー・水規

制委員会の認可が必要であると確認した。

その後２３日夕刻になり，ペトコヴァ大臣は，

イナ－コム社のオーナーであるブルバコヴァ氏が

同大臣の２０年来の友人であったことを明らかに

し，本件売却に際して何らかの影響や介入があっ

たとの疑念があるのであれば辞任したいとして，

辞表を提出した。ブラッセル訪問中のボリソフ首

相は，政府が私企業間の取引に関わっているとの

疑念は晴らす必要があるとした。またボリソフ首

相は，国家安全保障庁と歳入庁に本件売却を巡る

動きについて調査するよう命じている。

本件売却金額は明らかにされていないが３億２

千万ユーロは下らないとみられている。ブルバコ

ヴァ氏はイナ－コム社による買収が何らかの利益

を隠すためのものであることを否定したが，買収

にかかる資金の出所は明らかにしていない。

また２８日の報道では，チェコ国内の報道を引

用し，イナ－コム社の今次買収にかかる資金とし

て，自己資金，銀行による保証，オフショアファ

ンドによる融資を組み合わせるとしており，その

うちユニクレジット・ブルガリア銀行（１億８千

万ユーロ）とファースト・インベストメント銀行

（８千万ユーロ）が併せて２億６千万ユーロを提

供し，残りを拠出するのはブルガリア開発銀行（欧

州復興開発銀行による資金）や，ロシア系ジョー

ジア人の富豪であるガムゴエイシヴィリ氏が関わ

るファンドであるとされている。２７日，ボリソ

フ首相はチェコのバビシュ首相に対し，チェコ政

府が６３％を所有するＣＥＺのブルガリアにおけ
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る事業売却に関する情報を提供するよう要請し，

併せて今回の売却について懸念を表明した。



（２）運輸 

◆ブルガリア西部の鉄道近代化

１日，欧州委員会はＥＵ結束基金から４億７１

５０万ユーロを支出し，ブルガリア西部のエリン

ペリンからコステネッツ間の鉄道近代化に利用す

る旨発表した。当該区間は，ソフィアとプロブデ

ィフ間の鉄道高速化計画の一部となっており，欧

州運輸ネットワークとしてのオリエント／東地中

海回廊の一部にもなっている。クレトゥＥＵ地域

政策担当委員は，乗客と貨物にとって継ぎ目のな

い鉄道ネットワークが，ブルガリアの地域発展と

低炭素社会に資することになるとした。

ソフィアとプロブディフ間の鉄道計画について

は，２００７年から１３年のＥＵ基金においても

セプテンブリとプロブディフ間の建設のための１

億ユーロが支出されており，またコステネッツと

セプテンブリ間については現在コネクティング・

ヨーロッパ基金から１億５１５０万ユーロの資金

が充当されている。ソフィアとプロブディフ間が

全通すれば，乗客は１６０キロの早さにより８０

分で旅行できるようになる見込みである。



◆ブルガリア・トルコ間の鉄道輸送協力 

１２日，トルコ国鉄のアペイディン代表はブル

ガリアを訪問，ブルガリアの国鉄インフラ公社と

協議し，鉄道サービス向上と乗客及び貨物の増加

を目指すことで一致した。また両国の代表者はプ

ロブディフのインターモダル・ターミナルを視察

し，両国のインターモダル輸送における協力をす

ることとなった。

またカピクレ（トルコ）及びスヴィレングラッ

ド（ブルガリア）間の国境輸送円滑化について両

国で作業部会を設置することになった。今後は橋

やトンネルの建設の可能性を検討しつつ，トルコ

側はイスタンブールからベオグラードまでの鉄道

旅客輸送の必要性について検討することとなった。



◆ルセ・ジュルジュ（ルーマニア）国際橋の

通行量増加 

１５日の報道によると，ルセとルーマニアのジ

ュルジュ間を結ぶ橋のトラック通行量が２００７

年のＥＵ加盟後４倍となったことが明らかとなっ

た。両国がＥＵに加盟する前は，通行量は１日に

双方向で５００台程度であったが，現在はもっと

も混雑する時期で１８００台から２０００台とな

っている。なお世界銀行の分析によると，同橋の

トラック通行量の限界は１時間で５０台，１日に

１２００台となっている。

一般車両の通行も増加しており，昨年同橋でル

ーマニアに渡航した９４万３５０６台のうち，一

般車両は６４万６５７２台であり，昨年，ルーマ

ニア行き一般車両の通行がもっとも多かった日で

４９００台であった。これは一般的な日と比較す

れば約３倍の通行量である。

この状況に鑑み，現在当局はチェックポイント

施設の増改築を行っており，２月１日に試験利用

が行われたところである。



◆バルカン地域での汎ヨーロッパ運輸回廊建

設に３００億ユーロの資金が必要 

２６日にロンドンで開催された欧州復興開発銀

行（ＥＢＲＤ）主催第３回西バルカン投資サミッ

トに出席したボリソフ首相は，地域における汎ヨ

ーロッパ運輸回廊（４号，８号及び１０号線）の

建設に３００億ユーロ，デジタルインフラの建設

に５０億ユーロが必要であるとの認識を示し，こ

れらの建設が終了すれば各国の首都が電車，高速

道路，インターネットにより接続されるようにな

ると発言した。建設には７年から８年程度かかる

というのが現実的であろうとの認識を併せて示し

た。

サミット会合後の記者会見で，ボリソフ首相は

ベレネ原発の建設についても発言し，同原発はバ

ルカン共通プロジェクトとしてＥＵ基金により建

設する可能性があり得るとの認識を示し，ベレネ

原発は地域のエネルギー連結性にも寄与するとの

考えを表明した。また天然ガスの輸送インフラや
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バルカン・ガスハブ計画についても進捗状況を説

明した。



（３）その他 

◆タバコの違法取引 

２日の報道によれば，ブルガリア市場経済研究

所の分析により，２００７年から１０年の間にブ

ルガリアで違法に取引されているタバコによって，

犯罪組織は２５億から３５億レヴァの収入を得て

いることが明らかとなった。本件レポートでは，

長期的視点の欠けた課税政策により，健康面と税

収面の政策目的が達成されないとしており，また

急激な物品税の上昇も違法貿易増加に繋がりうる

とした。

ブルガリアのタバコ市場においては２００７年

には１１．２％が違法取引のタバコであったが，

２０１０年までにこの割合は３０．７％に増加し

ており，毎年４．５億から６．４億レヴァ程度の

違法収入に繋がっているとしている。その後違法

取引市場は縮小しているものの，違法収入は引き

続き大きく，２０１６年には１００万本の違法取

引タバコにより１．２億から１．７億レヴァ程度

の違法収入に繋がった。これらの違法タバコはブ

ルガリアで生産されたものもあり，国境を監視す

るだけでは違法取引の監視として効果的でないこ

とも分析されている。



◆ブルガリアのアウトソース産業 

６日，ソフィア市民営化・投資庁及びブルガリ

ア・アウトソース産業協会による報道発表によれ

ば，２０１６年にはアウトソース産業は，ブルガ

リアのＧＤＰの３．６％に該当する１５億ユーロ

を生み出しているとの分析を明らかにした。

アウトソース産業は，２０１６年に納められた

税金のうち１．５％に該当する税金を納めており，

最も多くの税金を納めた産業となった。また同産

業は昨年は４万８千人を雇用しており，２０２０

年までには６万２５００人の正社員が雇用される

との見通しである。ビジネス・プロセスとＩＴに

おけるアウトソース企業３８０社のアンケートに

よれば，より技能の高い従業員を雇用することは

困難となりつつあるとのことである。



◆自動車産業は過去１０年で４倍の成長 

８日，自動車産業連合会が開催した会合に出席

したカラニコロフ経済大臣の発言によれば，２０

１７年の自動車産業における粗付加価値の３．

６％は自動車産業によるものであり，過去１０年

で４倍となったと明らかにした。ブルガリアでは

約１３０社が同産業に従事しており，３万人以上

が雇用されているとのことである。同大臣は，自

動車分野の輸出は２０１０年には６０％の成長を

見せ，１４年及び１５年も引き続き１７％，１６％

の成長を続けているとしているが，効果的な経営

のためには技術力のある労働者を育てる必要があ

るとした。

２０１８年には，プレブネリエフ前大統領とカ

ラニコロフ経済大臣率いる代表団が，ブルガリア

への移転を促すべく欧州・非欧州の自動車製造企

業を訪問する予定となっている。



◆中国アリババ社が当地進出で協議中 

１２日の報道によれば，中国の電子商取引企業

であるアリババ社が，プロブディフ市のトラキア

経済地区に進出することで協議中である。昨年，

アリババ社は欧州諸国への配送を行うロジスティ

ックセンターを同地区に開設する予定との報道が

あったところである。

 

◆ブルガリアのワイン輸出 

１４日，ボリソフ経済副大臣はワイン・スピリ

ット研究所が催した聖トリフォン（ブドウ豊穣を

祈願する日）のイベントに出席し，２０１７年１

月～１１月のブルガリアのワイン輸出は，昨年同

期比に比べ６％増加し，３１００万ユーロに達し

たことを明らかにしつつ，ブルガリアのワインは

高品質で国際市場においても競争力のある価格と

なっているとした。


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◆中小企業促進庁長官の交代 

２０日，カラニコロフ経済大臣は，カブリエラ・

コザレヴァ氏を中小企業促進庁長官に任命した旨

発表した。マリエタ・ザハリエヴァ前長官は，２

０１５年にルカルスキ前経済大臣に任命され，３

年間の在任となった。

コザレヴァ長官は，１０年間のビジネス・商法

分野における管理及び専門家としての経験があり，

青年スポーツ省の局長を務めたあと，昨年５月か

らは同省副大臣として活躍していた。また自営に

よりビジネス・コンサルタント業を行っており，

最高行政裁判所の法律アシスタントでもある。ソ

フィア大学法学修士課程卒。
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ブルガリア内政・外交の動き(２月) 

  在ブルガリア大使館 

  

 

１（木） ☆ラデフ大統領のベルギー訪問 

２（金）  

３（土）  

４（日）  

５（月） ★プレカ・マルタ大統領のブルガリア訪問 

６（火） ★ルッテ蘭首相のブルガリア訪問 

７（水）  

８（木）  

９（金）  

10（土）  

11（日）  

12（月） ☆ラデフ大統領のアルメニア訪問 

13（火）  

14（水） ★ディミトロフ・マケドニア外務大臣のブルガリア訪問 

15（木） ☆ラデフ大統領のマケドニア訪問（－１６日） 

☆ボリソフ首相のミュンヘン安全保障会合出席（－１６日，於：ミュンヘン） 

★ＥＵ非公式外務理事会（Ｇｙｍｎｉｃｈ）の開催（－１６日） 

★共通外交・安全保障政策及び共通保安防衛政策に関する議会間会議の開催（－１７日） 

16（金）  

17（土）  

18（日）  

19（月） ☆ドンチェフ副首相の訪日（－２４日） 

★コレイア・カーボヴェルデ首相のブルガリア訪問 

★オルバーン・ハンガリー首相のブルガリア訪問 

20（火）  

21（水） ★ジュベイル・サウジアラビア外務大臣のブルガリア訪問 

22（木）  

 

23（金） ★ブチッチ・セルビア大統領のブルガリア訪問 

24（土）  

25（日）  

26（月）  

27（火）  

28（水） ★ザリーフ・イラン外務大臣のブルガリア訪問 
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ブルガリア経済指標の推移（出典：国家統計局，中央銀行，財務省（日本）貿易統計） 
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ブルガリア主要経済指標 （出典：中央銀行） 

＜GDP成長率と国民一人当たりGDP>

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2017 Q1 Q2 Q3 Q4

GDP成長率 (％) 1.9 0.0 0.9 1.3 3.6 3.9 3.6 3.6 3.9 3.8 3.0

GDP per Capita (BGN) 10,673 11,229 11,310 11,577 12,339 13,206 13,884

＜財政収支＞

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2017 Q1  Q2 Q3

財政収支 （million BGN) -1,589.7 -262.5 -296.3 -4,560.7 -1,420.7 -36.3 932 769.4 854.3

財政収支GDP比 (％ of GDP) -2.0 -0.3 -0.4 -5.5 -1.6 0.0 0.9 0.8 0.9

＜失業者数及び失業率＞

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 Jan Feb

失業者数 （千人） 342 376 386 351 329 261 232 237 231

失業率 （％） 10.4 11.4 11.8 10.7 10.0 8.0 7.1 7.2 7.0

＜消費者物価上昇率と月額平均賃金＞

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 Jan Feb

消費者物価上昇率 （％）（前期比） 2.8 4.2 -1.6 -0.9 -0.4 0.1 2.8 0.3 0.3

月額平均賃金 (BGN) 686 731 775 822 878 948 1,060

＜対外債務＞

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2017 Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec

政府部門対外債務 (million EURO) 4,205.0 4,578.9 4,062.2 6,552.0 5,989.5 7,231.5 6,299.4 7,184.6 7,035.0 7,017.5 6,982.3 6,929.6 7,003.6 6,617.6 6,599.5 6,559.3 6,445.4 6,282.2 6,299.4

民間部門対外債務 (million EURO) 32,089.8 33,134.6 32,873.4 32,786.4 27,327.6 26,814.9 26,265.3 26,343.2 26,506.6 26,518.8 26,763.8 26,753.1 26,667.4 26,313.3 26,174.2 26,249.8 26,014.1 26,106.4 26,265.3

＜対内直接投資と貿易収支＞

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 Jan

対内直接投資 (million EURO) 1,476.3 1,320.9 1,383.7 1,160.9 2,475.9 660.0 901.9

貿易収支（FOB-CIF) (million EURO) -4,688.9 -3,556.6 -4,020.7 -3,374.3 -2,055.3 -3,503.6 -426.0

輸出（FOB） (million EURO) 20,770.2 22,271.5 22,104.9 22,982.3 24,126.0 26,706.3 2,153.1

輸入（CIF） (million EURO) 25,459.1 25,878.1 26,125.7 26,356.6 26,181.3 30,209.9 2,579.1  


